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は
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明

ら
か
な
法
令
の
違
法
が
あ
り
、
本
件
各

契
約
を
締
結
し
た
こ
と
が
、
広
域
連
合

の
長
の
判
断
が
裁
量
権
を
逸
脱
し
た
も

の
か
、
ま
た
、
本
件
各
契
約
を
私
法
上

無
効
で
あ
る
と
い
え
る
の
か
を
審
理
さ

せ
る
た
め
、
差
し
戻
し
た
事
例
で
あ
る
。

【
関
連
法
規
】	

地
方
自
治
法
１
３
８
条

の
２
、２
３
２
条
の
３
、

２
３
２
条
の
４
第
１

項
、
２
４
２
条
の
２
第

１
項
４
号

判
　
　
　
決

〔
主　
　
　

文
〕

原
判
決
中
上
告
人
敗
訴
部
分
を
破
棄

す
る
。

前
項
の
部
分
に
つ
き
本
件
を
名
古
屋

高
等
裁
判
所
に
差
し
戻
す
。

〔
理　
　
　

由
〕

上
告
代
理
人
Ｃ
ほ
か
の
上
告
受
理
申

立
て
理
由
第
２
に
つ
い
て

１　

本
件
は
、
三
重
県
の
志
摩
市
等

に
よ
り
組
織
さ
れ
る
鳥
羽
志
勢
広
域
連

合（
以
下「
本
件
広
域
連
合
」と
い
う
。）

が
締
結
し
た
し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥
の

積
替
え
保
管
場
所
等
の
賃
貸
借
契
約
に

つ
い
て
、
志
摩
市
の
住
民
で
あ
る
被
上

告
人
が
、
上
記
契
約
に
定
め
ら
れ
た
賃

料
は
不
当
に
高
額
で
あ
り
そ
の
賃
料
の

支
出
の
う
ち
適
正
額
を
超
え
る
部
分
は

違
法
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
本
件
広
域

連
合
の
執
行
機
関
で
あ
る
上
告
人
を
相

手
に
、
地
方
自
治
法
２
９
２
条
に
よ
り

準
用
さ
れ
る
同
法
２
４
２
条
の
２
第
１

項
１
号
に
基
づ
き
、
上
記
賃
料
の
う
ち

本
件
広
域
連
合
の
監
査
委
員
が
適
正
額

と
し
て
勧
告
し
た
額
を
超
え
る
部
分
に

係
る
公
金
の
支
出
の
差
止
め
を
求
め
る

と
と
も
に
、
同
項
４
号
に
基
づ
き
、
平

成
19
年
２
月
か
ら
同
23
年
６
月
ま
で
の

間
に
本
件
広
域
連
合
の
長
の
職
に
あ
っ

た
者
２
名
に
対
し
て
各
在
任
期
間
中
の

上
記
賃
料
に
係
る
公
金
の
支
出
額
の
う

ち
被
上
告
人
が
主
張
す
る
適
正
額
を
超

え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
及
び
遅
延

損
害
金
の
損
害
賠
償
請
求
を
す
る
こ
と

等
を
求
め
る
住
民
訴
訟
で
あ
る
。

２　

原
審
の
確
定
し
た
事
実
関
係
等

要旨：伊東　健次
判例情報

地方自治

損
害
賠
償
等
請
求
住
民
訴
訟

事
件

最
高
裁
判
所
一
小　

平
成
25
年
３
月
28

日
判
決　

平
成
23
年
（
行
ヒ
）
第

４
５
２
号

破
棄
差
戻
し

一
審　

津
地
方
裁
判
所　

平
成
22
年
10

月
７
日
判
決　

平
成
20
年
（
行
ウ
）
第

15
号　

判
例
地
方
自
治
３
４
６
号
61
頁

二
審　

名
古
屋
高
等
裁
判
所　

平
成
23

年
９
月
22
日
判
決　

平
成
22
年（
行
コ
）

第
42
号　

判
例
地
方
自
治
３
６
０
号
59

頁行
政
勝
訴

（
要
旨
）

鳥
羽
志
勢
広
域
連
合
が
、
し
尿
及
び

浄
化
槽
汚
泥
の
積
替
え
保
管
施
設
等
の

用
地
と
し
て
土
地
を
賃
借
す
る
契
約
に

お
い
て
、
賃
料
額
が
私
的
鑑
定
額
を
上

回
る
こ
と
か
ら
そ
の
賃
料
の
約
定
が
私

法
上
無
効
で
あ
る
と
し
て
、
地
方
自
治

法
２
４
２
条
の
２
第
１
項
４
号
に
基
づ

く
損
害
賠
償
請
求
及
び
１
号
に
基
づ
く

支
払
の
一
部
差
し
止
め
を
認
め
た
こ
と
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の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
本
件
広
域
連
合
は
、
し
尿
処

理
等
の
広
域
的
処
理
を
行
う
こ
と
等
を

目
的
と
し
て
平
成
11
年
４
月
１
日
に
三

重
県
の
鳥
羽
市
、
当
時
の
志
摩
郡
磯
部

町
、
阿
児
町
、
浜
島
町
、
大
王
町
及
び

志
摩
町
（
平
成
16
年
10
月
１
日
以
降
は

合
併
に
よ
り
志
摩
市
）
並
び
に
当
時
の

度
会
郡
南
勢
町
及
び
南
島
町
（
平
成
17

年
10
月
１
日
以
降
は
合
併
に
よ
り
南
伊

勢
町
）
に
よ
り
組
織
さ
れ
、
上
記
各
合

併
を
経
て
現
在
は
志
摩
市
、
鳥
羽
市
及

び
南
伊
勢
町
に
よ
り
組
織
さ
れ
る
特
別

地
方
公
共
団
体
で
あ
る
。
上
記
合
併
前

の
志
摩
郡
に
お
い
て
は
、
各
家
庭
か
ら

し
尿
等
の
積
替
え
保
管
施
設
で
あ
る
し

尿
中
継
槽
ま
で
の
運
搬
距
離
を
平
準
化

し
各
町
の
し
尿
く
み
取
り
料
金
に
格
差

が
出
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
の
た
め
、

各
町
に
そ
れ
ぞ
れ
１
か
所
ず
つ
し
尿
中

継
槽
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
業
者
が
各

家
庭
か
ら
く
み
取
っ
た
し
尿
を
し
尿
中

継
槽
ま
で
運
搬
し
、
本
件
広
域
連
合
が

し
尿
中
継
槽
か
ら
し
尿
処
理
施
設
ま
で

の
運
搬
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、

志
摩
町
の
し
尿
中
継
槽
（
以
下
「
旧
し

尿
中
継
槽
」
と
い
う
。）
は
、
容
量
が

平
成
15
年
７
月
、
旧
し
尿
中
継
槽
の
周

辺
住
民
か
ら
強
い
苦
情
と
旧
し
尿
中
継

槽
の
閉
鎖
を
求
め
る
要
望
を
受
け
た
。

そ
の
た
め
、
当
時
、
志
摩
町
の
町
長
で

本
件
広
域
連
合
の
副
連
合
長
を
務
め
て

い
た
Ｂ
は
、
旧
し
尿
中
継
槽
を
利
用
し

て
い
た
く
み
取
り
業
者
で
あ
る
Ａ
協
業

組
合（
以
下「
Ａ
協
業
組
合
」と
い
う
。）

に
対
し
、
旧
し
尿
中
継
槽
の
閉
鎖
に
つ

い
て
理
解
を
求
め
、
当
分
の
間
は
大
王

町
の
し
尿
中
継
槽
を
代
替
使
用
す
る
こ

と
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、
志
摩
町
内

に
建
設
す
る
新
た
な
し
尿
中
継
槽
の
用

地
の
確
保
に
つ
い
て
も
相
談
を
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
Ａ
協
業
組
合
は
、
旧
し

尿
中
継
槽
の
閉
鎖
後
新
た
な
し
尿
中
継

槽
が
完
成
す
る
ま
で
Ａ
協
業
組
合
が
志

摩
町
内
に
有
す
る
貯
留
槽
（
以
下
「
本

件
貯
留
槽
」
と
い
う
。）
を
本
件
広
域

連
合
に
無
償
で
貸
す
こ
と
を
提
案
す
る

と
と
も
に
、
新
た
な
し
尿
中
継
槽
の
用

地
と
し
て
Ａ
協
業
組
合
所
有
の
土
地
を

貸
す
こ
と
を
提
案
し
た
。
本
件
広
域
連

合
は
、
こ
れ
を
受
け
て
、
同
月
22
日
に

旧
し
尿
中
継
槽
を
閉
鎖
し
、
本
件
貯
留

槽
の
代
替
使
用
を
開
始
し
た
。
な
お
、

本
件
貯
留
槽
の
代
替
使
用
に
つ
い
て

は
、
平
成
17
年
３
月
10
日
、
本
件
広
域

連
合
と
Ａ
協
業
組
合
と
の
間
で
賃
貸
借

契
約
が
締
結
さ
れ
、
契
約
期
間
は
本
件

広
域
連
合
が
借
用
を
開
始
し
た
日
か
ら

新
た
な
し
尿
中
継
槽
が
完
成
す
る
日
ま

で
、
賃
料
は
そ
の
全
期
間
を
通
じ
て

50
万
円
と
さ
れ
た
。

（
４
）
新
た
な
し
尿
中
継
槽
の
用
地

に
関
す
る
Ａ
協
業
組
合
の
提
案
を
受
け

て
、
本
件
広
域
連
合
に
お
い
て
は
、
平

成
15
年
10
月
頃
か
ら
第
１
審
判
決
別
紙

物
件
目
録
記
載
の
土
地
（
以
下
「
本
件

土
地
」
と
い
う
。）
の
一
部
を
賃
借
す

る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し
、
本

件
広
域
連
合
の
議
会
の
定
例
会
で
担
当

課
長
か
ら
本
件
土
地
の
一
部
を
賃
借
し

て
２
０
０
ｔ
規
模
の
し
尿
中
継
槽
を
設

置
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
こ
と
な
ど

が
説
明
さ
れ
た
。
本
件
土
地
は
、
国
道

２
６
０
号
線
志
摩
バ
イ
パ
ス
と
約
４
ｍ
の

間
口
で
接
し
、
そ
こ
か
ら
約
１
１
０
ｍ
に

わ
た
っ
て
延
び
る
通
路
部
分
と
、
そ
の
奥

の
お
お
む
ね
楕
円
状
の
部
分
と
か
ら
成

る
、
総
面
積
（
実
測
）
３
５
３
１・７
㎡

の
旗
竿
状
の
土
地
で
あ
る
。

本
件
広
域
連
合
は
、
平
成
16
年
６
月

頃
か
ら
、
本
件
土
地
又
は
そ
の
一
部
を

20	

kl
の
も
の
で
あ
っ
た
。

（
２
）
本
件
広
域
連
合
は
、
平
成
12

年
頃
、
旧
し
尿
中
継
槽
の
近
隣
住
民
か

ら
臭
気
に
対
す
る
苦
情
を
多
数
受
け
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
脱
臭
装
置
の
設
置

等
に
よ
る
対
策
の
み
で
解
決
す
る
見
込

み
が
低
く
、
か
つ
、
当
時
の
住
民
規
模

に
照
ら
し
て
旧
し
尿
中
継
槽
の
増
改
築

が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の

敷
地
が
狭
小
で
増
改
築
が
困
難
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
旧
し
尿
中
継
槽
を

閉
鎖
し
て
別
の
敷
地
に
し
尿
中
継
槽
を

建
設
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
本
件
広
域
連
合
に
お

い
て
は
、
志
摩
町
内
に
新
た
な
し
尿
中

継
槽
を
建
設
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
理
由
は
、
各
町
の
し

尿
く
み
取
り
料
金
を
一
律
に
す
る
た

め
、
各
町
に
１
か
所
ず
つ
し
尿
中
継
槽

を
建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
建
設
中

で
あ
る
し
尿
処
理
施
設
の
処
理
能
力
と

の
関
係
で
、
し
尿
等
の
海
洋
投
棄
が
全

面
禁
止
さ
れ
る
平
成
19
年
１
月
ま
で
に

新
た
な
し
尿
中
継
槽
を
完
成
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
と
の
認
識
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。（

３
）
さ
ら
に
、
本
件
広
域
連
合
は
、
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賃
借
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
Ａ
協
業
組

合
と
協
議
を
し
、
賃
料
に
つ
い
て
鑑
定

に
よ
る
価
格
を
基
準
と
す
る
こ
と
等
を

要
望
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
Ａ
協
業
組

合
は
、
し
尿
中
継
槽
を
建
設
す
る
と
土

地
価
格
が
低
下
す
る
こ
と
、
そ
の
建
設

に
よ
り
本
件
土
地
及
び
そ
の
周
辺
の
土

地
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
高
齢
者
施

設
等
の
建
設
そ
の
他
の
計
画
が
実
現
で

き
な
く
な
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
賃

料
に
つ
い
て
鑑
定
価
格
を
基
準
に
す
る

こ
と
に
反
対
し
、
月
額
１
４
０
万
円
に

す
る
よ
う
要
求
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
、

本
件
広
域
連
合
が
、
内
部
で
の
検
討
等

を
踏
ま
え
、
同
年
９
月
21
日
の
協
議
の

場
で
、
Ａ
協
業
組
合
に
賃
料
の
減
額
を

要
求
す
る
と
、
Ａ
協
業
組
合
は
、
最
低

で
も
月
額
70
万
円
が
必
要
で
あ
る
と
し

た
も
の
の
、
更
な
る
交
渉
の
結
果
、
本

件
土
地
の
う
ち
通
路
部
分
を
除
い
た
部

分
を
月
額
50
万
円
で
賃
貸
す
る
こ
と
を

了
承
し
た
。

本
件
広
域
連
合
は
、平
成
16
年
10
月
、

合
併
後
の
志
摩
市
の
市
長
職
務
執
行
者

を
通
じ
て
、
Ａ
協
業
組
合
に
更
な
る
賃

料
の
減
額
を
要
望
し
た
が
、
Ａ
協
業
組

合
は
、
月
額
50
万
円
に
満
た
な
い
賃
料

お
い
て
期
間
が
満
了
し
た

と
き
も
同
様
と
す
る
。

賃
料	

年
額
６
０
０
万
円
（
月
額

50
万
円
）

本
件
広
域
連
合
は
、
平
成
17
年
12
月

１
日
、
Ａ
協
業
組
合
と
の
間
で
、
本
件

賃
貸
借
契
約
に
お
け
る
契
約
期
間
の
始

期
を
同
日
と
す
る
旨
合
意
し
、
同
月
分

か
ら
賃
料
の
支
払
を
開
始
す
る
と
と
も

に
、
同
18
年
３
月
頃
ま
で
に
本
件
土
地

上
に
新
た
な
し
尿
中
継
槽
を
完
成
さ
せ

た
。（

６
）
被
上
告
人
は
、
平
成
20
年
１

月
24
日
付
け
で
、
本
件
広
域
連
合
の
監

査
委
員
に
対
し
、
本
件
賃
貸
借
契
約
に

定
め
ら
れ
た
賃
料
を
減
額
し
、
既
に
支

払
わ
れ
た
適
正
額
を
超
え
る
賃
料
を
返

還
す
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
を
求
め
る
旨
の
住
民
監
査
請
求
を
し

た
。
同
監
査
委
員
は
、同
年
３
月
19
日
、

本
件
広
域
連
合
の
長
の
裁
量
を
考
慮
し

て
も
本
件
土
地
の
年
間
賃
料
は
２
５
８	

万
８
７
３
６
円
を
上
回
る
も
の
で
は
な

く
本
件
賃
貸
借
契
約
に
定
め
ら
れ
た
賃

料
は
不
当
に
高
額
で
あ
る
と
し
て
、
上

告
人
に
対
し
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き

こ
と
を
勧
告
し
た
が
、
上
告
人
は
、
同

監
査
委
員
に
対
し
、
こ
の
勧
告
に
従
わ

な
い
旨
を
通
知
し
た
。

（
７
）
本
件
広
域
連
合
は
、
平
成
22

年
11
月
22
日
、Ａ
協
業
組
合
と
の
間
で
、

本
件
賃
貸
借
契
約
に
基
づ
く
本
件
土
地

の
賃
料
に
つ
き
、
同
23
年
１
月
１
日
か

ら
同
年
12
月
31
日
ま
で
を
年
額
５
０
０	

万
円
（
同
年
１
月
分
か
ら
11
月
分
ま
で

は
月
額
41
万
７
０
０
０
円
、
同
年
12
月

分
は
41
万
３
０
０
０
円
）
と
し
、
同
24

年
１
月
１
日
か
ら
同
年
12
月
31
日
ま
で

を
年
額
４
０
０
万
円
（
同
年
１
月
分
か

ら
11
月
分
ま
で
は
月
額
33
万
４
０
０
０

円
、
同
年
12
月
分
は
月
額
32
万	

６
０
０
０
円
）
と
変
更
す
る
旨
の
契
約

（
以
下
「
本
件
変
更
契
約
」
と
い
う
。）

を
締
結
し
た
。

（
８
）
本
件
広
域
連
合
は
、
本
件
賃

貸
借
契
約
（
本
件
変
更
契
約
の
締
結
後

は
こ
れ
に
基
づ
く
変
更
後
の
も
の
）
に

基
づ
き
、
そ
の
長
が
Ｃ
で
あ
っ
た
平
成

19
年
２
月
か
ら
同
20
年
10
月
30
日
ま
で

の
間
、
同
19
年
１
月
分
か
ら
同
20
年
９

月
分
ま
で
の
賃
料
月
額
50
万
円
の
各
支

出
を
し
た
。
ま
た
、本
件
広
域
連
合
は
、

そ
の
長
が
Ｂ
に
代
わ
っ
た
後
、
平
成
20

年
11
月
か
ら
同
23
年
１
月
ま
で
の
間
、

で
は
本
件
土
地
を
貸
さ
な
い
旨
を
回
答

し
て
、
減
額
に
応
じ
な
か
っ
た
。
そ
の

後
、
本
件
広
域
連
合
は
、
本
件
土
地
全

て
を
月
額
50
万
円
で
賃
借
す
る
こ
と
と

し
て
、
平
成
17
年
２
月
21
日
の
議
会
に

お
い
て
、
借
地
料
年
額
６
０
０
万
円
を

計
上
し
た
平
成
18
年
度
予
算
が
承
認
さ

れ
た
。

（
５
）
本
件
広
域
連
合
は
、
平
成
17

年
８
月
18
日
、Ａ
協
業
組
合
と
の
間
で
、

本
件
土
地
を
要
旨
次
の
約
定
で
賃
借
す

る
と
の
合
意
を
し
た
（
以
下
、
こ
の
合

意
を
「
本
件
賃
貸
借
契
約
」
と
い
う
。）。

用
途	
関
係
町
か
ら
生
ず
る
し
尿

及
び
浄
化
槽
汚
泥
の
積
替

え
保
管
場
所
（
中
継
槽
用

地
）
並
び
に
進
入
路

期
間	

協
議
し
て
別
に
定
め
る
時

か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日

ま
で
。
た
だ
し
、
こ
の
期

間
満
了
の
３
か
月
前
ま
で

に
本
件
広
域
連
合
又
は
A

協
業
組
合
の
い
ず
れ
か
ら

も
異
議
の
申
出
が
な
い
と

き
は
、
期
間
満
了
の
日
の

翌
日
か
ら
１
年
間
延
長
す

る
も
の
と
し
、
そ
の
後
に
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同
20
年
10
月
分
か
ら
同
22
年
12
月
分
ま

で
の
賃
料
月
額
50
万
円
、
同
23
年
２
月

か
ら
同
年
６
月
ま
で
の
間
、
同
年
１
月

分
か
ら
同
年
５
月
分
ま
で
の
賃
料
月
額

41
万
７
０
０
０
円
の
各
支
出
を
し
た
。

（
９
）
被
上
告
人
が
原
審
で
証
拠
と

し
て
提
出
し
た
不
動
産
鑑
定
士
甲
ほ
か

１
名
作
成
の
鑑
定
評
価
書
は
、
本
件
土

地
付
近
に
設
定
し
た
標
準
画
地
の
価
格

か
ら
、
本
件
土
地
の
形
状
、
面
積
、
接

道
状
況
等
を
考
慮
し
て
本
件
土
地
の
基

礎
価
格
を
求
め
、
こ
れ
に
期
待
利
回
り

を
乗
じ
て
、
本
件
賃
貸
借
契
約
が
締
結

さ
れ
た
平
成
17
年
８
月
18
日
の
時
点
に

お
け
る
本
件
土
地
の
適
正
賃
料
を
年
額

81
万
７
０
０
０
円
と
し
て
い
る（
以
下
、

こ
の
鑑
定
評
価
を
「
本
件
私
的
鑑
定
」

と
い
う
。）。

３　

原
審
は
、
上
記
事
実
関
係
等
の

下
に
お
い
て
、
要
旨
次
の
と
お
り
判
断

し
て
、
地
方
自
治
法
２
４
２
条
の
２
第

１
項
４
号
に
基
づ
く
被
上
告
人
の
請
求

の
う
ち
年
額
１
０
０
万
円
を
超
え
る
賃

料
支
出
額
に
係
る
部
分
及
び
同
項
１
号

に
基
づ
く
被
上
告
人
の
請
求
を
認
容
し

た
。（

１
）
本
件
賃
貸
借
契
約
及
び
本
件

円
を
超
え
る
部
分
に
関
し
て
財
務
会
計

法
規
上
の
義
務
に
違
反
す
る
違
法
な
行

為
と
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

（
２
）
本
件
土
地
に
つ
き
前
記
の
賃

料
で
借
り
受
け
る
旨
を
決
定
し
た
本
件

広
域
連
合
の
長
の
判
断
に
裁
量
権
の
範

囲
の
著
し
い
逸
脱
又
は
そ
の
濫
用
が
あ

り
、
本
件
各
契
約
に
定
め
る
賃
料
の
う

ち
上
記
の
上
限
を
超
え
る
部
分
を
無
効

と
し
な
け
れ
ば
地
方
自
治
法
２
条
14

項
、
地
方
財
政
法
４
条
１
項
の
趣
旨
を

没
却
す
る
結
果
と
な
る
特
段
の
事
情
が

認
め
ら
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
上
、

Ａ
協
業
組
合
に
お
い
て
は
、
法
外
に
高

額
な
賃
料
を
要
求
し
、
前
記
の
経
緯
を

経
て
本
件
賃
貸
借
契
約
の
締
結
に
至
ら

せ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
本
件
各
契
約

の
賃
料
の
約
定
は
上
記
の
上
限
を
超
え

る
限
度
で
公
序
良
俗
に
反
し
、
私
法
上

無
効
で
あ
る
。

４　

し
か
し
な
が
ら
、
原
審
の
上
記

判
断
は
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
地
方
自
治
法
２
４
２
条
の
２

第
１
項
４
号
に
基
づ
く
被
上
告
人
の
請

求
は
、
本
件
各
契
約
を
締
結
し
た
本
件

広
域
連
合
の
長
の
判
断
が
同
法
２
条
14

項
及
び
地
方
財
政
法
４
条
１
項
に
違
反

す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る

と
こ
ろ
、
地
方
公
共
団
体
の
長
が
そ
の

代
表
者
と
し
て
一
定
の
額
の
賃
料
を
支

払
う
こ
と
を
約
し
て
不
動
産
を
賃
借
す

る
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
及
び
そ
の
賃

料
の
額
を
変
更
す
る
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
は
、
当
該
不
動
産
を
賃
借
す
る
目

的
や
そ
の
必
要
性
、
契
約
の
締
結
に
至

る
経
緯
、
契
約
の
内
容
に
影
響
を
及
ぼ

す
社
会
的
、
経
済
的
要
因
そ
の
他
の
諸

般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
た
合
理
的
な

裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
当
該
契
約

に
定
め
ら
れ
た
賃
料
の
額
が
鑑
定
評
価

等
に
お
い
て
適
正
と
さ
れ
た
賃
料
の
額

を
超
え
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
上
記
の

よ
う
な
諸
般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
た

上
で
な
お
、
地
方
公
共
団
体
の
長
の
判

断
が
裁
量
権
の
範
囲
を
逸
脱
し
又
は
こ

れ
を
濫
用
す
る
も
の
と
評
価
さ
れ
る
と

き
で
な
け
れ
ば
、
当
該
契
約
に
定
め
ら

れ
た
賃
料
の
額
を
も
っ
て
直
ち
に
当
該

契
約
の
締
結
が
地
方
自
治
法
２
条
14
項

等
に
反
し
違
法
と
な
る
も
の
で
は
な
い

と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

前
記
事
実
関
係
等
に
よ
れ
ば
、
旧
志

摩
郡
に
お
い
て
は
、
各
家
庭
か
ら
生
ず

変
更
契
約
（
以
下
併
せ
て
「
本
件
各
契

約
」
と
い
う
。）
に
係
る
違
法
事
由
の

有
無
は
賃
料
額
の
多
寡
に
よ
っ
て
判
断

さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
代
替
施
設
の
有

無
等
は
そ
の
判
断
に
際
し
て
の
事
情
と

し
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。
本
件
賃

貸
借
契
約
に
定
め
る
賃
料
額
は
、
本
件

土
地
の
適
正
賃
料
で
あ
る
本
件
私
的
鑑

定
の
前
記
評
価
額
の
７
倍
を
超
え
る
極

め
て
高
額
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

大
王
町
の
中
継
槽
の
一
時
的
な
代
替
利

用
も
不
可
能
で
は
な
い
か
ら
、
新
た
な

し
尿
中
継
槽
を
平
成
19
年
１
月
末
ま
で

に
設
置
す
べ
き
緊
急
性
ま
で
は
認
め
ら

れ
ず
、
ま
た
、
本
件
広
域
連
合
は
、
他

の
候
補
地
を
探
す
こ
と
な
く
、
Ａ
協
業

組
合
か
ら
高
額
な
賃
料
を
要
求
さ
れ
る

と
、
単
に
減
額
を
求
め
る
交
渉
に
終
始

し
、
鑑
定
評
価
を
実
施
し
な
い
ま
ま
本

件
賃
貸
借
契
約
の
締
結
に
応
じ
て
い

る
。
本
件
各
契
約
に
定
め
る
賃
料
額
を

決
定
し
そ
の
支
出
を
し
た
本
件
広
域
連

合
の
長
は
、
そ
の
裁
量
権
の
範
囲
を
逸

脱
し
又
は
こ
れ
を
濫
用
し
た
も
の
と
い

う
べ
き
で
あ
り
、
本
件
各
契
約
に
基
づ

く
賃
料
の
支
出
は
、
適
正
と
認
め
得
る

賃
料
額
の
上
限
で
あ
る
年
額
１
０
０
万
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る
し
尿
の
運
搬
距
離
を
平
準
化
し
各
町

に
お
け
る
し
尿
く
み
取
り
料
金
に
格
差

が
出
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
の
た
め
、

各
町
に
し
尿
中
継
槽
が
設
け
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
り
、
各
町
の
合
併
後
間
も
な

い
本
件
賃
貸
借
契
約
締
結
当
時
に
お
い

て
も
同
様
に
、
本
件
広
域
連
合
が
旧
志

摩
町
の
区
域
内
に
し
尿
中
継
槽
を
設
置

す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
、
本
件
広
域
連
合
と

し
て
は
、
本
件
貯
留
槽
は
新
た
な
し
尿

中
継
槽
が
完
成
す
る
ま
で
の
期
間
に
限

定
し
て
借
り
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

旧
大
王
町
の
区
域
内
の
し
尿
中
継
槽
に

お
い
て
同
区
域
内
か
ら
生
ず
る
し
尿
等

に
加
え
て
旧
志
摩
町
の
区
域
内
で
生
ず

る
し
尿
等
の
積
替
え
及
び
保
管
を
継
続

的
に
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
、
旧
し
尿
中
継
槽
が
閉

鎖
さ
れ
て
か
ら
２
年
以
上
経
過
し
た
本

件
賃
貸
借
契
約
締
結
当
時
に
お
い
て
、

速
や
か
に
新
た
な
し
尿
中
継
槽
の
用
地

を
確
保
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
も
そ
も
旧
志
摩
町
の
区

域
内
の
旧
し
尿
中
継
槽
は
周
辺
住
民
か

ら
の
強
い
苦
情
を
受
け
て
廃
止
さ
れ
た

し
た
本
件
変
更
契
約
所
定
の
賃
料
の
額

が
本
件
私
的
鑑
定
に
お
い
て
適
正
と
さ

れ
た
賃
料
の
額
と
比
較
し
て
高
額
で
あ

る
こ
と
を
も
っ
て
直
ち
に
、
本
件
各
契

約
を
締
結
し
た
本
件
広
域
連
合
の
長
の

判
断
が
そ
の
裁
量
権
の
範
囲
を
逸
脱
し

又
は
こ
れ
を
濫
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
２
）
次
に
、
契
約
に
基
づ
く
債
務

の
履
行
と
し
て
行
わ
れ
る
公
金
の
支
出

に
つ
い
て
地
方
自
治
法
２
４
２
条
の
２

第
１
項
１
号
に
基
づ
く
差
止
め
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
当
該
契
約

が
私
法
上
無
効
で
あ
る
場
合
に
限
ら
れ

る
と
こ
ろ
（
最
高
裁
昭
和
56
年
（
行
ツ
）

第
１
４
４
号
同
62
年
５
月
19
日
第
三
小

法
廷
判
決
・
民
集
41
巻
４
号
６
８
７
頁

参
照
）、
旧
志
摩
町
の
区
域
内
で
新
た

に
し
尿
中
継
槽
の
用
地
を
確
保
す
る
た

め
に
本
件
土
地
を
賃
借
す
る
必
要
性
、

当
該
施
設
の
性
質
に
伴
う
用
地
確
保
の

緊
急
性
や
困
難
性
と
い
っ
た
上
記
の
諸

事
情
に
加
え
、
本
件
賃
貸
借
契
約
に
定

め
ら
れ
た
賃
料
の
額
が
当
事
者
間
で
相

応
の
交
渉
を
経
た
上
で
合
意
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
本
件
広
域
連
合
の
議
会
に

お
い
て
そ
の
予
算
が
承
認
さ
れ
て
い
た

こ
と
な
ど
か
ら
す
る
と
、
本
件
私
的
鑑

定
に
お
い
て
賃
借
の
目
的
等
を
考
慮
す

る
こ
と
な
く
適
正
と
さ
れ
た
賃
料
の
額

と
単
純
に
比
較
し
て
、
本
件
各
契
約
の

賃
料
の
約
定
が
公
序
良
俗
に
反
す
る
も

の
と
は
い
え
ず
、
ま
た
、
本
件
各
契
約

を
締
結
し
た
本
件
広
域
連
合
の
長
の
判

断
に
裁
量
権
の
範
囲
の
著
し
い
逸
脱
又

は
そ
の
濫
用
が
あ
り
、
本
件
各
契
約
を

無
効
と
し
な
け
れ
ば
地
方
自
治
法
２
条

14
項
、
地
方
財
政
法
４
条
１
項
の
趣
旨

を
没
却
す
る
結
果
と
な
る
特
段
の
事
情

が
認
め
ら
れ
る（
最
高
裁
平
成
17
年（
行

ヒ
）
第
３
０
４
号
同
20
年
１
月
18
日
第

二
小
法
廷
判
決
・
民
集
62
巻
１
号
１
頁

参
照
）
と
直
ち
に
い
う
こ
と
も
で
き
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

５　

以
上
に
よ
れ
ば
、
前
記
２
の
事

実
関
係
等
か
ら
直
ち
に
、
本
件
各
契
約

が
違
法
に
締
結
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
そ

の
賃
料
の
約
定
が
私
法
上
無
効
で
あ
る

と
し
て
、
地
方
自
治
法
２
４
２
条
の
２

第
１
項
４
号
に
基
づ
く
被
上
告
人
の
請

求
の
一
部
及
び
同
項
１
号
に
基
づ
く
被

上
告
人
の
請
求
を
認
容
し
た
原
審
の
判

断
に
は
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
明
ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ
る
。
論

も
の
で
あ
り
、
同
区
域
内
で
新
た
な
し

尿
中
継
槽
の
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
は

相
当
困
難
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と

こ
ろ
、
他
に
具
体
的
な
候
補
地
の
存
在

も
う
か
が
わ
れ
な
い
中
で
、
本
件
広
域

連
合
が
Ａ
協
業
組
合
か
ら
反
対
さ
れ
て

鑑
定
評
価
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
前
記

２
（
４
）
の
相
応
の
交
渉
を
経
て
本
件

賃
貸
借
契
約
を
締
結
す
る
に
至
っ
た
経

緯
そ
れ
自
体
が
不
当
な
も
の
で
あ
っ
た

と
は
い
え
ず
、
ま
た
、
本
件
私
的
鑑
定

に
お
い
て
適
正
と
さ
れ
た
賃
料
の
額

は
、
上
記
の
よ
う
な
し
尿
中
継
槽
の
用

地
を
確
保
す
る
と
い
う
本
件
土
地
を
賃

借
す
る
目
的
や
そ
の
必
要
性
等
の
事
情

を
考
慮
し
て
算
出
さ
れ
た
も
の
で
な
い

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
旧
志
摩
町
の
区
域
内

に
し
尿
中
継
槽
の
用
地
を
確
保
す
る
と

い
う
本
件
土
地
を
賃
借
す
る
目
的
や
そ

の
必
要
性
、
契
約
の
内
容
に
影
響
を
及

ぼ
す
社
会
的
、
経
済
的
要
因
と
し
て
の

当
該
施
設
の
性
質
に
伴
う
用
地
確
保
の

緊
急
性
や
困
難
性
と
い
っ
た
事
情
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
賃
貸
借
契
約

に
お
い
て
鑑
定
評
価
を
経
ず
に
定
め
ら

れ
た
賃
料
の
額
及
び
こ
れ
を
一
部
減
額
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旨
は
理
由
が
あ
り
、
原
判
決
中
上
告
人

敗
訴
部
分
は
破
棄
を
免
れ
な
い
。

そ
し
て
、
被
上
告
人
の
上
記
各
請
求

に
つ
い
て
は
、
旧
志
摩
町
の
区
域
内
に

し
尿
中
継
槽
の
用
地
を
確
保
す
る
た
め

に
本
件
土
地
を
賃
借
す
る
必
要
性
、
当

該
施
設
の
性
質
に
伴
う
用
地
確
保
の
緊

急
性
や
困
難
性
と
い
っ
た
事
情
を
総
合

考
慮
し
た
上
で
な
お
、
本
件
各
契
約
を

締
結
し
た
本
件
広
域
連
合
の
長
の
判
断

が
裁
量
権
の
範
囲
を
逸
脱
し
又
は
こ
れ

を
濫
用
す
る
も
の
と
し
て
違
法
と
な
る

か
否
か
、
ま
た
、
本
件
各
契
約
を
締
結

し
た
本
件
広
域
連
合
の
長
の
判
断
に
裁

量
権
の
範
囲
の
著
し
い
逸
脱
又
は
そ
の

濫
用
が
あ
り
、
本
件
各
契
約
を
無
効
と

し
な
け
れ
ば
地
方
自
治
法
２
条
14
項
、

地
方
財
政
法
４
条
１
項
の
趣
旨
を
没
却

す
る
結
果
と
な
る
特
段
の
事
情
が
認
め

ら
れ
る
も
の
と
し
て
本
件
各
契
約
が
私

法
上
無
効
で
あ
る
と
い
え
る
か
否
か
に

つ
い
て
審
理
を
尽
く
す
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
仮
に
本
件
各
契
約
が
違
法
に
締

結
さ
れ
た
も
の
と
み
る
余
地
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
地
方
自
治
法
２
４
２
条
の
２

第
１
項
４
号
に
基
づ
く
被
上
告
人
の
請

求
に
つ
い
て
は
、
そ
の
対
象
と
さ
れ
て

い
る
各
月
の
支
出
に
係
る
Ｃ
及
び
Ｂ
の

財
務
会
計
上
の
行
為
を
明
ら
か
に
し
た

上
で
、
本
件
各
契
約
に
基
づ
く
債
務
の

履
行
と
し
て
行
わ
れ
た
各
月
の
財
務
会

計
上
の
行
為
そ
れ
自
体
が
当
該
職
員
の

財
務
会
計
法
規
上
の
義
務
に
違
反
す
る

違
法
な
も
の
と
い
え
る
か
否
か
（
最
高

裁
昭
和
61
年
（
行
ツ
）
第
１
３
３
号
平

成
４
年
12
月
15
日
第
三
小
法
廷
判
決
・

民
集
46
巻
９
号
２
７
５
３
頁
、
前
記
第

二
小
法
廷
判
決
、最
高
裁
平
成
21
年（
行

ヒ
）
第
１
６
２
号
同
年
12
月
17
日
第
一

小
法
廷
判
決
・
裁
判
集
民
事
２
３
２
号

７
０
７
頁
参
照
）
等
に
つ
い
て
も
審
理

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
上
の

各
点
に
つ
い
て
審
理
を
尽
く
さ
せ
る
た

め
、
上
記
破
棄
部
分
に
つ
き
本
件
を
原

審
に
差
し
戻
す
こ
と
と
す
る
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見

で
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。（
裁

判
長
裁
判
官　

横
田
尤
孝　

裁
判
官　

櫻
井
龍
子　

裁
判
官　

金
築
誠
志　

裁

判
官　

白
木
勇　

裁
判
官　

山
浦
善

樹
）


